
地主第１１０６号

水経第１９８６号

平成２１年８月２８日

大阪市長平松邦夫様

大阪府知事橋下徹

用水供給料金の単独先行値下げ案に関連する大阪府の見解等について（回答）

日頃は、府政運営にご協力を賜っておりますことに感謝申し上げます。

さて、去る８月１３日付けの大政第１０６号、大水総経企第２５号にて要請のありました事

項につきまして、下記の通り回答します。

７月７日の｢戦略本部会議｣においても､以下の４点を基本事項として確認しております。

①府単独で平成２２年度当初から用水供給料金の値下げを行う。

②水道事業統合の最終目標として、広域化（府域一水道）を目指す。そのワンステップと

して、大阪市提案のコンセッション型指定管理者制度を導入する。

③市水を活用し、更なる効果（府民・市民の利益）を追求する。

④コンセッション型指定管理者制度導入前の中長期整備計画､経営計画は､府市連携の下、

府が策定する。

去る８月１１日に行われました「知事と大阪市長との意見交換会」においても、平松市長

から、「７月１０日付けで府が回答した内容が府単独で値下げをすることだけを目標にした数

字という裏づけが取れれば､市の水道局の職員に対して、コンセッションで受託をするとい

っても、大阪府内全域の責任を持つ形で進めていくことを意思統一する」という、水道統合

協議に向けて力強い言葉をいただきました。深く敬意を表します。

また､大阪市を核とした基礎自治体の水平連携による府域一水道に向けての認識や府市水

道事業の統合による効果（更なる料金の値下げ）についても市長と思いを共有しています。

貴市との連携のもと、統合メリットの検証、基本協定の内容など詳細に検討する「府市共

同チーム」を速やかに設置し、作業を進め、新たな案が出来次第、府内市町村、府議会に説

明責任を果たすなど迅速な対応を図っていきたいと考えております。

特に、市長から府内市町村へ一緒になって説明していこうという言葉をいただいており、

府と市が今までにない協力関係で進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。




